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	国
語

	・文章理解では、すらすらと音読し、文章内容を読解することにおいて、個人差が大きい。
・書く力においては、基本的な書式や段落構成において課題がある。
	・楽しくすすんで繰り返し音読できるよう、読んだ回数ごとに印を付けたり、役割を決めて交代読みをしたりして音読の力を高める。また、接続詞にアンダーラインを引き、文と文や段落と段落のつながりに気付いて読めるようにする。
・国語辞典・漢和辞典を日常的に活用させて、自分の力で文を作ることができるようにする。

・友達の考えを聞いてメモをとり、意見交換ができる活動を取り入れる。また、自分の考えを文章に表し、発表・伝え合う機会を設ける。
・書く目的を明確にして課題に取り組む。その際、文の構成や段落のつながりを意識して表現し、自分の思いをわかりすく表現する。
	・個々の音読の力は高まったが、個人差は依然として大きい。
・文を作る力は伸びた。文の構成（始め、中、終わり）の意識がついたが、段落の付け方が身に付いていない児童が多い。



	社
会

	・地域の人々の生活環境や安全を守るための活動について理解を深めた。
・資料をもとに読み取った内容や、消防署見学の内容を分かりやすくまとめることができるようになってきた。
	・体験的活動を通して学びながら、地域の特徴について気付かせていく。
・資料や地図帳を日常的に活用して、疑問を自分で調べることができるように
する。
・社会科見学で、実際に働いている人々を見たり、話を聞いたりする中で東京都
についての興味・関心を高める。
・表やグラフなどの資料から必要な情報を読み取る活動を多く取り入れ、自分の
考えや調べたことを表現する力を高める。

	・どの資料を見たら疑問を解決できるのかが分かるようになってきた。また、表やグラフなどの資料から、必要な情報を読み取る力が高まった。
・社会科見学では、いつも真剣に話を聞き、学んだことをまとめる力もついてきた。
・表現する力は、個人差が大きくなってきた。

	　　　
算
数

	・文章題の理解において個人差がある。問われている内容を読み取ることに課題がある。
・かけ算やわり算等の計算力は少しずつ改善がみられる。角度や図形についての理解を深める必要がある。

	・習熟度指導において、発達段階に合わせた指導法を工夫する。

・「分かっていること」「求めていること」にアンダーラインを引き、問題文を理
解しやすくする。また、絵や図に表しながら自力解決する時間を設ける。
・自分の考えを持ち、小グループでの意見交流を通して、友達との対話を多く取
り入れる時間を多くとる。
・作図の際に、自分の考えやすい方法で作図できるよう、複数の定義を活用する。

・学習のはじめにねらいを示し、学習の見通しを持たせる。本時の狙いを達成で
きたかについて確認できるよう、感想を聞いたり、適用問題に取り組ませたり
して次時に活かす。
	・文章題の理解について、様々な手法を教えたが、立式の際、まだ、かけ算とわり算のどちらを使うのかが理解できない児童が多くいる。理解できていない児童は、書くことを嫌がる児童が多く、絵や図にすることができない。
・適用問題で、同じような問題を繰り返し出題することで、児童の理解は深まった。

	理
科

	・実験や観察の結果を予想と比較しながら思考を深めることが難しい児童もいる。
・実験や観察等の体験

を時間や経過に着目して連続的に考えることが難しい。
	・実験や観察を積極的に取り入れ、「楽しい」「面白い」という気持ちを育て、さ
らに高い関心を持てるようにする。
・実験・観察の前に予想を立てさせ、自分や友達の考えた予想と常に比較しなが
ら、実験や観察を行うようにして、意見交流を行う。
・デジタル教材を活用して、校内では見ることのできない動きや結果を視聴でき
るようにする。また、実験後にデジタル教材を見ながら、科学的な知識と関連
付けさせるようにする。

	・児童の実験への意欲は高く、理科の学習を楽しんでいた。しかし、実験した結果から考察したり、その事象を使って発展的に考えたりする力はまだあまりついていない。
・デジタル教材は、児童の理解を深めるのに有効だった。

	　
体
育

	・８０ｍ走では、カーブの走り方を意識して走ることができた。
・スポーツテストにおいて、自分の記録を意識して取り組むことができた。
・グループやチームで協力する場面が少なかった。
	・自分の過去の記録を確認できるようにして、技能が高まっていることを実感で
きるようにする。次により良い記録を出す「自分との勝負」を意識させる。
・友達と教え合ったり良い動きを伝え合ったりしながら、楽しく運動技能を上げ
ていけるようにする。
・作戦カードや作戦ボードを使って、グループで役割や作戦を立ててお互いの力
を高めていけるようにする。

	・学習カードを使うことで、自分の技能を高めようと意識していた。
・グループでの活動では、互いに教え合い、励まし合いながら、力を高めていく姿が多く見られた。


